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二
十
一
世
紀
は
新
た
な
地
方
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
の
権

限
が
市
町
村
に
移
さ
れ
て
い
く
と
、
市

町
村
は
独
自
に
多
方
面
に
わ
た
る
政
策

立
案
を
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
規
模
の
小
さ
な
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
条
例
制
定
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
く
こ
と
は
効
率
も
悪

く
、
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人

口
減
少
な
ど
で
、
市
町
村
に
よ
っ
て

は
将
来
、
行
政
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
国
の
財

政
状
況
も
悪
化
し
て
お
り
、
今
後
は

今
ま
で
の
よ
う
な
財
政
支
援
も
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
を
維
持
・
強

化
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
市
町

村
合
併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

国
で
は
「
合
併
特
例
法
」
を
制
定
し
、

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

合
併
し
た
市
町
村
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
い
ま
各
市
町
村
で
合
併
論
議

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

「
合
併
特
例
法
」
の
期
限
が
近
づ
い
て

い
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
合
併
に
よ
っ
て
複
数

の
市
町
村
が
ま
と
ま
る
と
、
小
規
模

な
市
町
村
で
は
実
現
が
難
し
い
高
水

準
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
道
路
や
公
共
施
設
の

整
備
も
よ
り
効
率
的
に
行
え
ま
す
。

ま
た
、
役
所
の
管
理
部
門
を
一
つ

に
す
る
こ
と
で
節
減
で
き
る
人
員
を

事
業
部
門
に
振
り
分
け
、
手
厚
い
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
ほ
か
、
将
来

的
に
は
人
員
削
減
に
よ
っ
て
経
費
節

減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

行
政
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
、
よ
り
多

く
の
場
所
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
、
近
隣
市
町
村
の
公
共
施
設
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

合
併
を
行
っ
た
場
合
、
初
め
の
う

ち
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

た
め
の
財
政
需
要
が
増
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
合
併
特
例
法
」
に
よ
っ
て

国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
支
援
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
支
援
に
は
、
公
共
的
施

設
整
備
の
た
め
の
「
合
併
特
例
債
」
や
、

「
普
通
交
付
税
の
算
定
特
例
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

●面積 301.06�2

●人口10,672人(平成14年12月末現在)
●世帯数 3,239世帯( 〃　　　 )
●平成14年度当初予算94億1,510万円

昨
年
十
二
月
二
十
六
日
、
河
辺
町
、

雄
和
町
そ
れ
ぞ
れ
の
町
長
・
議
長
が
、

市
町
村
合
併
に
関
す
る
協
議
の
申
し
入

れ
の
た
め
秋
田
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

河
辺
町
の
大
山
博
美
町
長
は
「
住
民

の
幸
せ
と
地
域
の
発
展
を
念
願
し
、
広

域
的
な
見
地
か
ら
秋
田
市
を
中
心
と
し

た
合
併
に
よ
り
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
ま
た
、
雄
和

町
の
伊
藤
憲
一
町
長
は
「
当
町
の
将
来

を
展
望
す
る
と
き
、
合
併
を
契
機
と
し

た
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
述
べ
、
佐
竹
市
長
へ
一
市
二
町
に
よ

る
合
併
協
議
の
申
入
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。佐

竹
市
長
は
こ
れ
を
受
け
、「
申
し
入

れ
を
重
く
受
け
止
め
、
市
議
会
と
も
十

分
協
議
を
重
ね
な
が
ら
前
向
き
に
検
討

し
た
い
」
と
、
合
併
協
議
に
向
け
て
の

意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

両
町
長
ら
は
そ
の
後
、
市
議
会
議
長

室
で
高
橋
智
徳
議
長
に
申
入
書
を
手
渡

し
、
市
議
会
に
対
し
て
も
合
併
協
議
の

開
始
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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雄和国際ダリア園

河
辺
町
、
雄
和
町
か
ら
合
併
協
議
の

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

●面積 144.51�2

●人口8,282人(平成14年12月末現在)
●世帯数 2,525世帯( 〃　　 )
●平成14年度当初予算75億4,492万円

緑に恵まれ、町の中央を雄大な雄
物川が流れています。世界のダリ
アが咲き誇る「雄和国際ダリア園」
などの観光施設や、秋田空港、県
立中央公園、県農業試験場などの
施設があります

秋田県の地理的中心に位置する「へ
その町」。伏伸(ふのし)の滝に見られ
るように、新緑から紅葉、雪景色ま
で四季を通し景勝美が楽しめる自然
を有します。施設は、ユフォーレや、
岩見温泉などがあります

伏伸(ふのし)の滝

いまなぜ
市町村合併なの？

Ｑ
合
併
が
話
し
合
わ
れ

て
い
る
背
景
は
？

Ｑ
合
併
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
ど
う
変
わ
る
？

Ｑ
合
併
に
要
す
る
お

金
は
ど
こ
か
ら
？

企
画
調
整
課
q(

８
６
６)

２
０
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ(
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６
６)

２
２
７
８
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ー
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n@
city.akita.akita.jp

合
併
に
関
す
る
意
見
、
問
い
合
わ
せ

合合
併併
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド

■
任
意
合
併
協
議
会

合
併
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
市

町
村
が
、
法
定
協
議
会
を
設
置
す

る
前
に
、
合
併
に
よ
っ
て
想
定
さ

れ
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
合

う
場
で
す
。

県
内
で
は
、
大
曲
仙
北(
大
曲

市
・
神
岡
町
・
西
仙
北
町
・
中
仙

町
・
協
和
町
・
南
外
村
・
仙
北
町
・

太
田
町)

、
仙
北
東
部(

六
郷
町
・
千

畑
町
・
仙
南
村)

、
仙
北
北
部
四
か

町
村(

角
館
町
・
中
仙
町
・
田
沢
湖

町
・
西
木
村)

の
三
地
域
で
設
置

■
法
定
合
併
協
議
会

合
併
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
決
め
を
話
し
合
う
場
で
、
合
併

特
例
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
ま
す
。

設
置
に
は
、
関
係
す
る
市
町
村
議

会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

県
内
で
は
、
仁
賀
保
町
・
金
浦

町
・
象
潟
町
の
三
町
と
、
本
荘
由
利

一
市
七
町(

本
荘
市
・
矢
島
町
・
岩
城

町
・
由
利
町
・
西
目
町
・
鳥
海
町
・
東

由
利
町
・
大
内
町)

の
二
地
域
で
設
置

■
合
併
特
例
債

合
併
後
の
十
年
間
に
限
り
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
経
費
と

し
て
借
り
ら
れ
る
お
金
。
そ
の
返

済
額
の
七
割
が
普
通
交
付
税
と
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す

■
普
通
交
付
税
の
算
定
特
例

国
か
ら
各
自
治
体
に
交
付
さ
れ

る
普
通
交
付
税
を
、
合
併
後
十
年

間
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
ご
と
の

合
算
額
を
そ
の
ま
ま
交
付
す
る
特

例
で
す

河辺町せせらぎの町

雄和町輝く緑と水の里

河辺町の大山博美町長雄和町の伊藤憲一町長

秋
田
市
と
河
辺
町
・
雄
和
町
は
、
こ
の
任
意

合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
前
の
段
階
で
す

秋田市 河辺町

雄和町

合併
ミニ
知識



申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
か
た

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
で
、

秋
田
市
に
住
ん
で
い
て
、

次
の
㈰
〜
㈮
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
か
た

㈰
平
成
14
年
中
に
何
ら
か
の
所
得
が
あ

っ
た
か
た
。

※
所
得
に
は
、
自
営
業
や
農
業
な
ど

の
事
業
に
よ
る
も
の
、
地
代
や
家
賃

な
ど
の
不
動
産
に
よ
る
も
の
、
株
式

の
配
当
金
、
生
命
保
険
の
一
時
金
、

原
稿
料
、
給
与
、
年
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

㈪
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か
ら
秋

田
市
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
か
た
。

※
提
出
の
有
無
に
つ
い
て
は
勤
務
先

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

㈫
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
以
外
に
所

得
が
あ
っ
た
か
た
、
ま
た
は
２
か
所

以
上
か
ら
の
給
与
が
あ
っ
た
か
た
。

㈬
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
平
成
14
年
中
に

退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職
を
し
て
い

な
い
か
た
。

㈭
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
か
た

で
、
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

か
た
。

㈮
平
成
14
年
中
に
所
得
は
な
か
っ
た

が
、
税
に
関
す
る
証
明
書
が
必
要
と

な
る
か
た
。

※
福
祉
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
の
判
定
や
、
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
な
ど
の
算
定
の

た
め
に
申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

＊
秋
田
市
に
住
ん
で
い
な
い
も
の
の
、

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
家
屋
敷
が
あ
る
か
た
も
申

告
が
必
要
で
す
。

■
印
鑑
と
申
告
書
（
申
告
書
は
会
場
に
も

用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

■
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
か
た
は
、
平
成
14
年
分
の
源
泉
徴
収

票
■
事
業
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、

収
入
と
必
要
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

類
、
領
収
書
な
ど(

収
支
内
訳
書
で
、
事

前
に
計
算
し
て
く
だ
さ
い)

■
平
成
14
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保

険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
・
介
護
保
険

料
・
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
と
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る

も
の
、
生
命
保
険
・
損
害
保
険
な
ど
の

控
除
証
明
書

■
配
偶
者
に
所
得
が
あ
っ
た
か
た
は
、
そ

の
所
得
が
わ
か
る
書
類

(１)
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
勤
務
先
か
ら

秋
田
市
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
た
か
た
。

(２)
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
か
た
。
確
定
申
告
が
必
要
な

か
た
は
７
ペ
ー
ジ
の
「
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
が
不
要
な
か
た

税
に
関
す
る
証
明
書
は

申
告
が
な
い
と

交
付
で
き
ま
せ
ん

「
所
得
証
明
書
」
や「
非
課
税
証
明
書
」

な
ど
の
税
に
関
す
る
証
明
書
は
、
官
庁

や
金
融
機
関
な
ど
で
の
各
種
手
続
き
の

際
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
に
関
す
る
証
明
書
は
、
次
の
か
た

以
外
に
は
、
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
、

ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
が
な
い
と

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
庶
務
担
当

q(

８
６
６)

２
０
５
４

平
成
15
年
度
分
の
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を

２
月
10
日
(月)
か
ら
３
月
17
日
(月)
ま
で
、
左
記
の
各

地
区
の
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

１
月
27
日
(月)
に
「
平
成
15
年
度
分
市
民
税
・
県

民
税
申
告
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年
か
ら
申

告
書
の
様
式
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し

く
記
入
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
か
た
で
、
申
告
書
が
届
か
な
い

か
た
は
、
お
手
数
で
も
市
民
税
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

平成15年度分

市
民
税

県
民
税

＊土・日・祝日を除く

＊この日程で都合の悪いかたは、別地区の会場もしくは市職員会館１階でも申告ができますのでご来場ください。

問い合わせ

市
民
税
課
個
人
市
民
税
担
当

q(

８
６
６)

２
０
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
６
６)

２
４
１
１

申
告
の
相
談
が
必
要
の
な
い
か
た
は
、
申
告
書

に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、
必
要
書
類
を
添

付
の
う
え
、
３
月
17
日
(月)
ま
で
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
申
告
は
、
申
告
会
場
の
日
程
に
か
か
わ
ら

ず
、
い
つ
で
も
申
告
で
き
、
受
け
付
け
の
待
ち
時

間
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
は
郵
送
が
便
利
で
す
！

申告の期間は２月10日(月) ３月17日(月)
市民税・県民税は、前年の所得に対し、
今年の１月１日現在お住まいの市町村で
課税される税金です。正しい税額を計算
するためには、みなさんの前年の所得と
所得控除を把握する必要があります。期
間内の申告をよろしくお願いします。

申
告
に
必
要
な
も
の

●

勤
務
先
か
ら
秋
田
市
へ
「
給
与

支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て

い
る
か
た

●

年
金
支
払
者
か
ら
秋
田
市
へ

「
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
か
た

申告がなくても
交付できるかた
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申告者本人が扶養している配偶者の所得(上図の☆印部分)が38万円以下(パート収
入のみのかたを例にとると年収で103万円以下のかたが該当)の場合は、33万円の配偶
者控除が受けられます。さらに申告者本人の所得が1,000万円以下のかたの場合、配
偶者の所得に応じて下記のような配偶者特別控除も受けられます。

×税率

収
　
　
入

所
　
得

課
税
所
得

所得控除

必要経費
など

＝税額

課税所得
200万円以下………………５％［市民税３％＋県民税２％］
200万円超700万円以下…10％［市民税８％＋県民税２％］
700万円超…………………13％［市民税10％＋県民税３％］

市民税・県民税の税率(所得割)

各種控除で税の負担が少なくなる
上の図でもわかるように、市民税・県民税(所得割)は、収入から必要経費や所

得控除を差し引いた課税所得に税率をかけて算出されます。受けられる控除を
申告すれば、その分、税の負担が少なくなります。ここでは所得控除の中でも
控除額の大きい扶養と障害者に関する控除について説明します。
以下は市民税・県民税の所得控除額ですので、所得税の所得控除額とは異な

る場合があります。

所得(上図の☆印部分)が38万円以下の生計を共にしている親族を扶養している
場合に受けられる控除は下記のとおりです。

申告者本人や、所得が38万円以下の扶養親族などが障害者の場
合に受けられる控除は下記のとおりです。

★

（注）申告者が扶養している特別障害
者が、申告者または、申告者と
生計を共にしている親族と同居
している場合、控除額に23万円
を加算できます。身体障害者手
帳がなくても、控除の対象にな
る場合があります。

Ａ. 公的年金等については、支払者から年金の支払金
額が報告されていますので、市民税・県民税の申告
は、課税されるかた、非課税のかたを問わず必要あ
りません。
ただし、社会保険料控除や扶養控除などの所得控

除を申告すれば、節税になる場合があります。（65
歳以上で収入が公的年金等だけのかたは、年収266
万6,666円以下の場合は非課税ですので、節税のため
の申告をする必要はありません）
また、公的年金から差し引かれた平成14年分の所

得税額が実際の税額よりも多かった場合は、税務署
で確定申告をすると、その差額が戻ります。

■申告所得税の申告受け付け
２月17日(月)～３月17日(月)

■贈与税の申告受け付け
２月３日(月)～３月17日(月)

■個人事業者の消費税の申告受け付け
３月31日(月)まで
■所得税の還付申告書は２月15日(土)以
前でも受け付けています

中通六丁目の秋田県労働会館
(「イヤタカ」東側)

「確定申告の手引き」などを参考に、申告書などはご
自分で記載し、できるだけ郵送による提出をお願いし
ます。定率減税の適用をお忘れなく。

●申告書は自分で作成し、早めに提出を

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は

２
月
10
日
(月)
▼
３
月
17
日
(月)

●配偶者控除・配偶者特別控除

●扶養控除

●障害者控除

（注）老人配偶者(昭和８年１月１日以前に生まれたかた)の配偶者控除は38万円になります。

（注）親族を他のかたと重複して扶養控除の対象とすることはできません。

●納税は便利で安心な口座振替のご利用を！
手続きは簡単！申告の際にお尋ねください。

㈰税金の還付を受けるために申告するかた
㈪所得税(譲渡所得を含む)・消費税の申告が必要なかた
㈫贈与税の申告が必要なかた

対
　
象

※秋田南税務署では主に完成した申告書の受け付けと用紙
の交付を行います。相談のかたは申告センターへどうぞ

問い合わせ 秋田南税務署q(833)5264

と
き

と
こ
ろ

３月17日(月)まで(土・日・祝日を除く)
午前９時～正午、午後１時～４時

問い合わせ
秋田南税務署q(833)5264
秋田北税務署q(845)1753

確定申告のご相談は へ

平成14年分の

所得税と消費税の確定申告を！

Ａ. 昨年中に退職したかたのうち、勤務先で年末調整
をしなかったかたは、個人で市民税・県民税の申告が
必要です。また、給与から差し引かれていた平成14
年分の所得税額が、実際の税額よりも多かった場合
は、税務署で確定申告をするとその差額が戻ります。

Ａ. 給与以外に年金、不動産、事業、農業、原稿料や
株式の配当金などがあったかたは、申告が必要とな
る場合があります。給与以外の所得が20万円以下の
かたは市民税・県民税の申告を、20万円を超えるか
たは税務署で確定申告をしてください。
また、生命保険等の契約を解約した場合や満期を

迎えた場合についても同様です。

&
給与所得者のかたは給与所得控除(65万円を
下限に収入により増額)、公的年金等を受け
ているかたは公的年金等控除を含みます。

妻
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合
、
収
入
が
100

万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
妻
自
身
に
市
民
税
は

か
か
り
ま
せ
ん(

夫
に
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

に
限
る)

。

昨年会社を退職。
今は収入がないのですが…

給与のほかに、生命保険契約などに
基づく年金などの収入があるのですが…

Ａ. 医師による診療代・薬代、入院時の部屋代・食事
代、はり師などの施術代など、昨年１年間に支払っ
た費用は医療費控除の対象になり、市民税・県民税
の申告をすると税金の金額が下がることがありま
す。また、給与などから差し引かれた平成14年分の
所得税額について、税務署で確定申告をして医療費
控除を受けると、所得税が戻ることがあります。
医療費控除を受けるには領収書などの確認が必要

ですので、保管しておいてください。

昨年たくさん医療費を支払いました。
申告すると戻ってくるって本当？

医療費控除の計算のしかた

Ｑ ＡＱ Ａ税 の 申 告

税務署からのお知らせ

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！

仕
組
み
を
知
っ
て
正
し
く
申
告
。

医療費控除＝【前年中に支払った医療費】－【保険金な　
どで補てんされる金額】－【10万円または所得金額　
の５％(どちらか少ない額)】
※医療費控除の限度額は200万円です

私の収入は公的年金だけですが、申告は
必要ですか？Ｑ

※申告センターには駐車場がありませんので最寄りの
交通機関をご利用ください

下記の配偶者控除や扶養控除など
があります。

●申告と納税は期限内に
申告書の提出や納税が期限を過ぎると、加算税や延

滞税などの附滞税がかかる場合がありますので、申告
と納税は必ず期限内にお願いします

土・日・祝日には、窓口での申告書の受け付けなどは
行っていませんが、郵送または税務署の時間外収受
箱に投函することにより、申告書を提出できます。
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スポーツ振興に功績のあったかたや、各種スポーツ大
会で優秀な成績を収めたかたに、秋田市体育協会から贈
られる秋田市スポーツ賞。今年度の受賞者は251人、17
団体です。(財)秋田市体育協会q(866)2247

秋田市
文化団体連盟章

昭
和
40
年
市
文
化
財
保
護
協
会
発
足
に

参
画
。
同
協
会
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
、
文

化
活
動
の
実
践
と
後
進
の
指
導
育
成
に
尽

力
。
市
文
化
財
保
護
協
会
顧
問

●
学
芸

秋田市文化団体連盟章は、
市の芸術・文化活動の推進
に功績のあったかたに贈ら
れます。今年度の受章者の
みなさんです。

昭
和
30
年
草
楓
流
華
道
会
入
門
。
県
華
道

連
盟
理
事
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。
県
華
道
連

盟
創
立
50
周
年
い
け
ば
な
展
な
ど
の
運
営
に

尽
力
。
県
い
け
ば
な
作
家
協
会
会
員

●
華
道

昭
和
61
年
新
舞
踊
宝
扇
流
花
扇
会
を
創
立

以
来
、
市
芸
術
祭
の
ほ
か
各
公
演
に
門
弟
と

と
も
に
出
演
。
新
舞
踊
の
普
及
振
興
に
尽
力

し
ま
し
た
。
新
舞
踊
宝
扇
流
花
扇
会
会
長

●
大
衆
芸
能

●
謡
曲

昭
和
46
年
市
歌
人
協
会
入
会
。
会
長
と

し
て
指
導
育
成
に
努
め
、
全
県
短
歌
大
会

な
ど
を
開
催
。
文
芸
界
の
普
及
振
興
に
尽

力
し
ま
し
た
。
市
歌
人
協
会
会
長

●
文
芸

昭
和
40
年
か
ら
秋
田
少
年
少
女
合
唱
団

の
指
導
者
。
創
作
オ
ペ
ラ
「
ね
ぶ
り
流
し

物
語
」
や
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
ズ
の
合
唱
指

導
な
ど
に
尽
力
。
市
民
合
唱
連
盟
会
長

●
音
楽

昭
和
40
年
茶
道
玉
川
遠
州
流
秋
田
市
会
創

立
後
、
会
長
と
し
て
指
導
育
成
に
励
み
、
各

種
茶
会
で
茶
席
を
務
め
る
な
ど
茶
道
の
発
展

に
尽
力
。
茶
道
玉
川
遠
州
流
秋
田
市
会
顧
問

●
茶
道

漢数字を使うことで、歴史ある秋田の風格
を感じさせるマークに。一方で、一大イベン
トであることから、色合いや様々なフォント
(字体)スタイルを取り入れ、明るく元気な印
象を心がけました。また、「百」の字を通過す
るビジュアルで、時の流れをも表しています。

平
成
十
六
年(

二
〇
〇
四)

は
、
初
代

秋
田
藩
主
佐
竹
義
宣
が
現
在
の
千
秋

公
園
に
築
い
た
久
保
田
城
に
入
城
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
い
た
一
六
〇

四
年
か
ら
四
百
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
四
百
年
を
盛
り
上

げ
て
い
く
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
公
募
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
応
募
作
品(

ロ
ゴ
マ
ー
ク
十
五

点
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
百
七
十
六
点)

の
中
に
採
用
作
品
は
な
く
、
プ
ロ
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
建
都
四
百
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
で
考
え
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
イ
ベ
ン
ト

や
展
示
会
な
ど
で
使
え
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
活
用
し
て
、
建
都
四
百
年
を
み

ん
な
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

使
用
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
企
画
調
整
課
内
の
実
行
委
員
会

事
務
局
ま
で
q(

８
６
６)

２
０
３
２
　
　

作・�アルテ福森普子さん

400年の歴史という観点から、「あきた」を
再発見することで、その存在感をアピールし
ていこうというもの。
「日本にあきたあり！」「日本に飽きたら秋田
においで！」というシャレも織り交ぜ、秋田
の魅力を引き出し、市民の意識を高めていこ
うという強いメッセージを込めました。
また、秋田市の明るい未来と新たな時代の

出発をイメージするため、心地よい表音の
「La」というフランス語を冠しました。

●ロゴマーク

●キャッチコピー
作・秋田市建都400年記念事業実行委員会

佳作
斉藤哲哉さん(北海道小樽市)
近藤満さん(秋田市新屋)

佳作
岩間喜太郎さん(秋田市飯島)
久保貞人さん(滋賀県大津市)

特別賞 寺内小学校４年生のみなさん

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
決
定
！

い
ろ
い
ろ
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

0809 広報あきた　１月24日号

武
藤
良
英

(

南
通
築
地
　
64
歳)

さ
ん

小
川
正
逸

(

泉
中
央
四
丁
目
　
63
歳)

さ
ん

伊
藤
誠
悦

(

大
住
二
丁
目
　
60
歳)

さ
ん

川
口
房
男

(

中
通
六
丁
目
　
64
歳)

さ
ん 市

水
泳
協
会
の
役
員
と
し
て
、
組
織
の

充
実
と
発
展
に
尽
力
。
特
に
、
小
学
生

の
育
成
に
力
を
入
れ
、
全
国
大
会
な
ど

の
入
賞
者
を
数
多
く
輩
出
し
ま
し
た
。

鈴
木
俊
平

(

東
通
観
音
前
　
70
歳)

さ
ん市

テ
ニ
ス
協
会
の
役
員
と
し
て
、
協

会
の
組
織
の
充
実
と
発
展
に
尽
力
。

ま
た
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

湊
貞
之

(

南
通
築
地
　
65
歳)

さ
ん

長
澤
正

(

御
野
場
新
町
二
丁
目
　
61
歳)

さ
ん

功
労
賞

中
村
英
太
郎
さ
ん

遠
藤
ふ
み
子

(

横
森
五
丁
目
84
歳)

さ
ん

雅
号：

遠
藤
素
楓

村
井
ユ
キ

(

金
足
追
分
字
海
老
穴
80
歳)

さ
ん

芸
名：

宝
扇
都
積

昭
和
35
年
観
世
流
入
門
。
観
世
流
秋
田
計
友

会
会
長
、
県
謡
曲
連
盟
会
長
を
歴
任
。
市
高
齢

者
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
指
導
。
謡
曲
の
普
及

発
展
に
尽
力
。
観
世
流
秋
田
計
友
会
会
長

佐
藤
温

(

将
軍
野
東
一
丁
目
74
歳)

さ
ん

藤
田
和
平

(

東
通
明
田
74
歳)

さ
ん

羽
川
正

(

保
戸
野
金
砂
町
65
歳)

さ
ん

藤
井
良
子

(

泉
南
一
丁
目
76
歳)

さ
ん

雅
号：

藤
井
森
恵

(

土
崎
港
中
央
七
丁
目
84
歳)

中
通
地
区
体
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、

ス
ポ
少
指
導
者
の
育
成
や
各
種
大
会
の

企
画
運
営
に
も
活
躍
。
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
体
育
協
会
や
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

役
員
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
に
尽

力
。
柔
道
指
導
者
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
中
学
校
体
育
連
盟
会
長
と
し
て
組

織
の
発
展
と
充
実
に
尽
力
。
ま
た
、
中

学
生
の
健
全
育
成
な
ど
、
本
市
社
会
体

育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
市
体
育
協
会
の
役

員
と
し
て
、
加
盟
団
体
の
育
成
や
組
織

の
充
実
強
化
に
努
め
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ア
マ
チ
ュ
ア
ボ
ク
シ
ン
グ
指
導
者
お

よ
び
役
員
と
し
て
活
躍
。
日
本
連
盟

公
認
審
判
員
と
し
て
全
国
大
会
な
ど

で
審
判
の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

▼
競
技
団
体
推
薦
　
■
三
船
新
次(

陸
上
競
技)

、

遠
藤
正
幸(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル)

▼
地
区
体
育
協
会
推
薦
　
■
佐
藤
昭
夫(

旭
南

茨
島)

、
佐
々
木
文
勝(

仁
井
田)

、
伊
藤
誠
一(

金

足
西)

、
山
本
禮
子(

土
崎
南)

、
吉
田
尚
之(

泉)

▼
競
技
団
体
推
薦
　
■
鷹
觜
貴(

相
撲)

、
菅
原

照
彦(

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル)

、
佐
藤
義
樹(

ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ)

、
田
中
紀
代
美(

武
術
太
極
拳)

▼
地
区
体
育
協
会
推
薦

■
伊
藤
幸
雄(

築
山)

、

小
野
尊
尚(

飯
島)

、
大
庭
寿
夫(

港
北)

、
鎌
田
静
文

(

仁
井
田)

、
木
曽
勝
広(

広
面)

、
吹
谷
五
十
三(

土

崎)

、
菅
原
恒
夫(

大
住)

、
石
井
ヱ
ミ
子(

新
屋)

▼
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
推
薦
　
■
尾
川
宏
子

(

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団)

■
柔
道
＝
大
鐘
摩
耶
・
北
嶋
力
監
督(

飯
島
中
学

校)

■
ボ
ク
シ
ン
グ
＝
三
浦
隆
司
・
宮
腰
明
監
督(

金

足
農
業
高
校)

■
レ
ス
リ
ン
グ
＝
秋
本
直
樹
・
齊
藤

勝
彦
監
督(

秋
田
経
法
大
附
属
高
校)

、
後
藤
賢
一
・

大
山
健
太
・
佐
藤
吏
・
菊
地
憲
・
鈴
木
信
行
監
督

(

秋
田
商
業
高
校)

、
横
山
秀
和(

秋
田
商
業
高
校)

、

吉
田
清
太
郎(

秋
田
市
役
所)

、
秋
田
商
業
高
等
学

校
レ
ス
リ
ン
グ
部
■
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
＝
田

中
裕
人
・
斉
藤
博
史
監
督(

金
足
農
業
高
校)

、
奈

良
千
潤
・
椎
名
彦
晴
監
督
・
斉
藤
健
・
村
屋
仁
監

督(

秋
田
経
済
法
科
大
学)

■
陸
上
競
技
＝
阿
部

真
・
小
田
島
英
巨
監
督(

秋
田
東
高
校)

、
伊
藤

謙
・
渡
邊
朋
雄
監
督(

秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校)

、

茂
木
智
子(

秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス)

■
水
泳
＝
佐
々
木

雄
太
・
加
賀
谷
英
俊
・
小
林
貢
監
督(

秋
田
工
業
高

等
専
門
学
校)

、
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
水
泳
部

■
テ
ニ
ス
＝
天
野
寛
子
・
徳
光
直
樹
監
督(

秋
田
工

業
高
等
専
門
学
校)

■
カ
ヌ
ー
＝
佐
々
木
翼
・
村
山

夏
美(

秋
田
経
済
法
科
大
学)

■
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
＝
高
橋
光
紀(

東
北
架
設
工
業)

■
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
＝
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
少
年
女
子
チ
ー

ム
、
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
成
年
男
子
チ
ー
ム

■
弓
道
＝
国
体
弓
道
競
技
少
年
女
子
チ
ー
ム

■
レ
ス
リ
ン
グ
＝
大
山
礼
佳(

勝
平
中
学
校)

・
佐
藤

悠(

飯
島
中
学
校)

・
佐
藤
勉
監
督(

山
二
建
設
資
材)

、

川
田
武
大
・
佐
藤
俊
大
監
督(

秋
田
経
済
法
科
大
学

附
属
高
校)

、
伊
藤
勝
春(

丸
藤
シ
ー
ト
パ
イ
ル)

、

横
山
秀
和(

秋
田
商
業
高
校)

・
菅
原
弘
監
督(

秋
田

市
役
所)

、
太
平
洋
石
油
販
売
秋
田
支
店
レ
ス
リ
ン

グ
部
■
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
＝
佐
賀
大
輔(

秋
田
南
中
学

校)

・
安
部
欣
哉
監
督(

秋
田
市
役
所)

■
陸
上
競

技
＝
小
玉
百
代(

Ｖ
Ｉ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
あ
き
た)

■
相

撲
＝
日
景
清
悦(

金
足
農
業
高
校)

■
柔
道
＝
秋
田
大

学
柔
道
部
■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
東
北
学
生
連

盟
男
子
選
抜
チ
ー
ム
■
卓
球
＝
秋
田
市
役
所
卓
球

部
■
サ
ッ
カ
ー
＝
秋
田
県
サ
ッ
カ
ー
教
員
団

■
少
林
寺
拳
法
＝
保
坂
早
希(

秋
田
北
中
学
校)

、

青
木
孝
介(

山
王
中
学
校)

・
川
村
誠
監
督(

秋
田
ハ

ウ
ス)

■
卓
球
＝
小
川
真
・
石
塚
巴
・
宇
野
潤
・

石
井
悟
監
督
・
寺
田
文
昭
監
督(

秋
田
県
立
聾
学

校)

、
平
山
勇(

秋
田
卓
球
会
館)

、
藤
本
忠(

千
秋

卓
球
ク
ラ
ブ)

■
陸
上
競
技
＝
土
田
真
理
子
・

佐
々
木
奈
緒
子
・
丹
波
淳
史
・
古
畑
光
矩
・
中
田

亜
希
子
監
督(

秋
田
県
立
聾
学
校)

、
吉
田
宏
行(

秋

田
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー)

、
保
坂
信
雄(

秋
田
県
障
害

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会)

、
鎌
田
ト
モ
子(

秋
田

県
身
体
障
害
者
訓
練
セ
ン
タ
ー)

、
佐
々
木
幸
子

(

若
竹
学
園)

、
高
橋
實
・
石
川
猛
・
蒲
正
平
・
伊

藤
裕
子(

秋
田
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
連
盟)

■
水

泳
＝
茂
呂
邦
夫(

ホ
リ
エ)

■
サ
ッ
カ
ー
＝
秋
田
レ

デ
ィ
ー
ス
Ｆ
Ｃ

■
水
泳
＝
八
重
樫
夏
希(

築
山
小
学
校)

・
豊
嶋
芳

光
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
久
保

木
怜(

旭
南
小
学
校)

・
芋
田
潤
一
監
督(

秋
田
ア

ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

・
山
縣
慧
子(

桜
中
学

校)
・
高
橋
正
人
監
督(

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル)

、

上
島
左
輔(
秋
田
東
中
学
校)

・
豊
嶋
浩
一
監
督

(

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル)

・
伊
藤
供
見
監
督(

秋
田

東
中
学
校)

、
高
橋
水
希(

山
王
中
学
校)

・
樫
尾

生
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
秋
田

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
水
泳
チ
ー
ム
■
空
手

道
＝
石
塚
錬(

東
小
学
校)
・
石
塚
明
日
美(

城
東

中
学
校)

・
石
塚
司
監
督(

忍
会
本
部
道
場)

■
レ

ス
リ
ン
グ
＝
金
森
裕
寿(

港
北
小
学
校)
・
荒
川
慶

祐(

広
面
小
学
校)

・
武
内
友
佳(

旭
川
小
学
校)

・

金
森
邦
寿
監
督(

三
浦
印
刷)

、
伊
藤
岳
人(
飯
島

南
小
学
校)

・
渡
辺
み
さ
き(

東
小
学
校)

・
佐
藤

大
輔
監
督(

秋
田
消
防
署)

、
桑
原
治(

土
崎
小
学

校)

・
桑
原
栄
治
監
督(

桑
原
電
設)

、
佐
藤
築(

飯

島
小
学
校)

・
相
原
力
也(

勝
平
小
学
校)

・
柴
田

祐
尋(

秋
大
附
属
小
学
校)

・
大
山
明
美
監
督(

東

急
ク
リ
ー
ニ
ン
グ)

、
利
部
裕(

太
平
中
学
校)

■

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
＝
鈴
木
理
来(

土
崎
小
学
校)

・
松

岡
慧(

広
面
小
学
校)

・
安
部
欣
哉
監
督(

秋
田
市

役
所)

■
体
操
・
新
体
操
＝
鈴
木
仁(

東
小
学

校)

・
熊
谷
邦
夫
指
導
者(

秋
田
和
洋
女
子
高
校)

、

大
坂
谷
勇
輝(

勝
平
小
学
校)

・
森
岡
淳(

秋
大
附

属
小
学
校)

・
畠
山
繁
博
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ

ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
山
内
榛
夏(

仁
井
田
小
学
校)

・

嵯
峨
隆
監
督(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、

大
友
さ
つ
き(

東
小
学
校)

・
樋
口
美
子
指
導
者

(

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ)

、
深
瀬
菜
月

(

旭
川
小
学
校)

・
小
形
綾
子
監
督(

秋
田
銀
行)

、

七
尾
真
結(

桜
小
学
校)

・
小
野
直
美
監
督(

あ
き

た
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー)

、
大
友
康
平(

城
東
中
学

校)

、
浅
野
成
也(

秋
田
北
中
学
校)

■
陸
上
競

技
＝
堀
井
夏
希(

城
南
中
学
校)

、
黒
澤
葵
・
大
野

由
貴
監
督(

御
所
野
学
院
中
学
校)

、
御
所
野
学
院

中
学
校
陸
上
部
■
柔
道
＝
越
後
谷
浩
樹
・
小
関

剛
・
渡
邉
健
一
監
督(

土
崎
中
学
校)

、
藤
原
愛

(

飯
島
中
学
校)

・
木
村
正
俊
コ
ー
チ(

Ｊ
Ｒ
東
日

本
土
崎
駅)

、
飯
島
中
学
校
女
子
柔
道
部
■
テ
ニ

ス
＝
伊
藤
理
蘭
・
坂
谷
泉(

桜
中
学
校)

、
坂
本
奈

緒
子(

城
東
中
学
校)

・
小
野
王
監
督(

フ
ァ
ン
キ

ー
テ
ニ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー)

■
剣
道
＝
凌
雲
館
渡
辺

道
場
剣
道
チ
ー
ム
、神
武
館
三
吉
道
場
剣
道
チ
ー

ム

(

以
下
敬
称
略)選

手
の
育
成
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
な
ど
に
貢
献
さ
れ

た
か
た
が
た
で
す

普及
振興賞

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
指
導

に
尽
力
さ
れ
た
か
た
が
た
で
す

普及
活動賞

国
体
や
全
国
高
校
総
体
な
ど
の

全
国
大
会
で
、
３
位
以
上
の
成

績
を
収
め
ま
し
た

栄光賞

栄
光
賞
以
外
の
全
国
大
会
で
３

位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

優秀賞

身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
全
国
大
会

や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国
大
会
で

３
位
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

優良賞

小
中
学
生
が
、
全
国
大
会
で
３
位

以
上
、
東
北
大
会
で
１
位
の
成
績

を
収
め
ま
し
た

奨励賞

秋田市スポーツ賞
平成14 年



卒
業
見
込
み
の
か
た

③
日
常
生
活
に
お
い
て
自
立
し
、
空
き
び
ん

選
別
な
ど
の
作
業
が
可
能
で
、
自
主
通
勤

(

バ
ス
通
勤)

が
で
き
る
か
た

●
問
い
合
わ
せ

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
担

当
q(

８
６
６)

２
０
９
３

福
祉
複
合
施
設
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
い
ず
み(

泉

菅
野
二
丁
目)

内
に
あ
る
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
「
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
い
ず
み
ハ
ウ
ス
」

へ
の
入
居
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象

60
歳
以
上
で
、
お
お
む
ね
自
立
し
た

日
常
生
活
は
お
く
れ
る
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し

な
ど
に
不
安
の
あ
る
か
た

利
用
料

収
入
に
応
じ
て
月
額
０
〜
５
万
円

(

光
熱
水
費
な
ど
自
己
負
担
も
あ
り)

●
申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
q(

８
６
６)

２

０
９
５
　
フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
０
６
２
　

環
境
省
が
実
施
す
る
全
国
的
な
調
査
で

す
。
採
血
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
か
た
を
20
人
程
度
募
集
し
ま

す
。
応
募
多
数
の
場
合
、
市
内
居
住
年
数
の

長
い
か
た
を
優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。

対
象

15
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
か
た
で
、
市

内
居
住
年
数
が
10
年
以
上
の
か
た

調
査
内
容

①
採
血(

30

程
度)

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

…
２
月
22
日
(土)
午
前
９
時
〜
正
午
、
県
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー(

千
秋
久
保
田
町
６
‐
６)

で
　

②
食
事
調
査
…
３
月
中
に
連
続
３
日
間
、
採
血

し
た
か
た
の
中
か
ら
数
人
、
自
分
で
食
べ
た

朝
・
昼
・
夜
・
間
食
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す

●
申
し
込
み

２
月
７
日
(金)
ま
で
、
名
前
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職

業
、
市
内
で
の
居
住
年
数
を
電
話
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
で
、
〒
０
１
１
―

０
９
０
４
秋
田
市

寺
内
蛭
根
３
―

24
―

３
　
環
境
保
全
課
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
q(

８
６
６)

２
０
７
５

フ
ァ
ク
ス(

８
６
６)

２
０
７
８

平
成
15
、
16
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設

工
事
や
物
品
の
入
札
に
参
加
す
る
業
者
の
登

録
を
、
２
月
17
日
(月)
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
要
領
・
用
紙
は
左
記
の
受
付
場
所

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
市
外
の
建
設
業
者
用
と
測

量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
用
の
申
請
用
紙
は
、

東
北
建
設
協
会
秋
田
支
所
q(
８
２
３)

３
１

４
８
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

■
市
発
注
の
建
設
工
事
、
工
事
用
資
材
、
測

量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
…
契
約
課
工

事
契
約
担
当
q(

８
６
６)

２
１
６
５

■
市
発
注
の
物
品
、
製
造
請
負
…
契
約
課
用

度
担
当
q(

８
６
６)

２
０
２
２

契
約
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

■
水
道
局
発
注
の
建
設
工
事
、
工
事
用
資
材
、

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
…
水
道

局
総
務
課
管
財
係
q(

８
２
３)

８
４
３
４

水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/w

t/keiyaku/

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産
に
は
、

土
地
や
家
屋
の
ほ
か
に
償
却
資
産(

事
業
用
資

産)

が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
償
却
資
産
を
所
有

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
資
産
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。該

当
す
る
か
た
で
、
申
告
用
紙
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
資
産
税
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
申
告
期
限
は
、
１
月
31
日
(金)
で
す
。

申
告
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
…
会
社
や
個

人
で
工
場
、
事
務
所
、
飲
食
店
な
ど
を
経
営

し
て
い
る
か
た
が
、
事
業
の
た
め
に
所
有
し

て
い
る
構
築
物(

看
板
・
緑
化
施
設
・
舗
装
路

面
な
ど)

、
機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
資
産

●
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
償
却
資
産
担
当

q(

８
６
６)

２
８
３
６

市
内
の
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
の
指
導
や
施
設
管
理
な
ど

を
す
る
児
童
厚
生
員
を
５
人
程
度
募
集
し
ま

す(

採
用
は
４
月
１
日
付)
。

希
望
す
る
か
た
は
、
400
字
詰
め
原
稿
用
紙

１
枚
に
「
児
童
厚
生
員
と
し
て
の
仕
事
を
し

て
い
く
う
え
で
大
事
な
こ
と
」
を
内
容
と
し

た
自
筆
の
作
文
と
関
係
書
類
を
添
え
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
面
接
試
験
は
２
月
23
日
(日)
、

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
50
歳

以
下
で
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
資
格
を
お
持

ち
の
か
た

応
募
方
法

作
文
、
履
歴
書
、
資
格
証
明
書

な
ど
の
写
し
を
、
２
月
14
日
(金)(

必
着)

ま
で
、

〒
０
１
０
―

０
９
５
１
秋
田
市
山
王
二
丁
目
１
―

53

秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
へ
、

郵
送
ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

q(

８
６
６)

２
２
４
５

御
所
野
の
秋
田
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

で
、
空
き
び
ん
選
別
な
ど
の
業
務
に
３
年
間

就
労
で
き
る
知
的
障
害
者
の
作
業
訓
練
生

(

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー)

を
３
人
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
は
、
障
害
福
祉
課
で
さ
し
あ
げ

て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
２
月
14
日
(金)
ま

で
障
害
福
祉
課
へ
。
試
験
は
２
月
21
日
(金)
、

市
役
所
裏
の
職
員
会
館
で
面
接
試
験
と
適
性

判
定
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

秋
田
市
民
で
、
療
育
手
帳
が
あ
り
、

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た

②
在
宅
の
知
的
障
害
者
、
ま
た
は
養
護
学
校

高
等
部
に
在
籍
し
今
年
３
月
31
日
ま
で
に

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で

働
く
作
業
訓
練
生
を
募

集

４

建
設
工
事
、
物
品
の
入
札

参
加
業
者
の
登
録
受
付

１

児
童
厚
生
員(

市
嘱
託

職
員)

を
募
集
し
ま
す

３
償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

２
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

人
へ
の
蓄
積
量
調
査
に

ご
協
力
を

６

人口1５.１.１現在

●人口／318,836人(－12)
●男／152,124人(＋14)
●女／166,712人(－26)
12月分・出生 220人

・死亡 177人
・転入 544人
・転出 599人

（）内は前月比

●世帯／125,832世帯(－17)

ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー
い
ず
み

ハ
ウ
ス
へ
の
入
居
申
込

５

市県民税第４期、国民健康保険税第７期の納期限は１月31日(金)です。納期内の納付にご協力く
ださい。納付には「口座振替」が便利です。納税課q(866)2059 国保年金課q(866)2189

振替休日・祝日
のごみ収集

月曜日から金曜日までの
振替休日と祝日は、「家庭
ごみ」を休まず収集してい
ます。
２月11日(火)、３月21日(金)
も「家庭ごみ」を収集します。
収集日にあたっている地区
のかたはお忘れなく。

環境業務課q(863)6631

市有地の公売
以下の市有地を一般競争入札により売却します。

■売却土地
㈰飯島道東一丁目29番30 302.18�
㈪飯島松根西町39番88 他１筆　1,618.06�
㈫卸町二丁目184番１　816.46�
㈬泉北二丁目41番　585.69�
■入札 ３月５日(水)午前10時から、市職員研修棟
第二研修室(２階)で行います(受付は午前９時から)
■入札保証金 入札金額の100分の５以上
■現地案内 ２月26日(水)

管財課q(866)2053問い合わせ

http://www.city.akita.akita.jp/city/fn/pr/koubai.htm

市有地の公売６台目の
高規格救急車導入

昨年の救急車出動件数は、一昨年より393件増加し、
8,513件でした。年々増加する救急件数に対応するため、
昨年12月、城東消防署広面出張所に市内で６台目となる
高規格救急自動車を新規導入。城東消防署の高規格救急
自動車も新車に更新しました。
今後も、各消防署の救急隊が、市民の命を守るため一

刻も早い救急活動に努めてまいります。

救急活動が
より迅速に！

中小企業の福利厚生などをサポートする「ワークパル」が、１月28日(火)か
ら秋田テルサ１階の事務室内に移転します。ワークパル事務局q(889)8986

任期満了にともなう県議会議員選挙と市議会議員選挙
が、今年４月に行われます。未来を託す代表者を選ぶ、
貴重な一票が無駄にならないよう投票に行きましょう。

今年の春は
統一地方選挙
無駄にしないで貴重な一票！ 100％への挑戦！

県議会議員選挙 ４月13日(日)
市議会議員選挙 ４月27日(日)

泉地区の投票所が変わります
今まで泉小学校で投票していた地区の投票所が、４月

の選挙から次のとおり変わります。お間違えなく。
なお、詳しくは各家庭に後日改めてお知らせします。

２月６日(木)午後２時～

投票所 該当地域

泉中学校
●泉菅野一丁目　　　●泉北一～三丁目
●泉中央一～三丁目　●泉中央六丁目
●泉南一、二丁目

ウェルビュー
いずみ

●泉菅野二丁目　　　●泉北四丁目
●泉中央四、五丁目　●泉南三丁目

市議会議員選挙の
立候補予定者説明会を開催します

４月27日(日)が投票日の市議会議員選挙への立候補予
定者説明会を行います。当日は、立候補の届出に必要な
書類をお渡しするとともに、①立候補の手続き②選挙運
動㈫選挙公営制度④選挙公報などについて説明します。
関係者はご出席ください。

市文化会館５階大会議室

市選挙管理委員会事務局q(866)2260問い合わせ
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た
雪
道
が
怖
く
て
、
見
た
目
は
格

好
悪
く
て
も
、
ス
パ
イ
ク
付
き
の

赤
い
ブ
ー
ツ
を
履
い
て
歩
い
て
い

ま
す
。
笑
わ
な
い
で
ね(

藤
井
美
紀

33
歳
・
桜
ガ
丘)

●
秋
田
に
引
っ
越
し
て
き
て
約
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初

め
て
の
雪
国
の
冬
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
雪
が
降
る
た
び
に
驚
い
て

い
ま
す(

堀
部
広
美
　
26
歳
・
八

橋)●
寒
い
冬
で
す
。
年
寄
り
二
人
で

毎
日
雪
寄
せ
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
雪
寄
せ
が
で
き
な
く
な
っ
た

ら
ど
う
し
ま
し
ょ
う(

佐
々
木
紀
子

70
歳
・
将
軍
野)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「25万人」、問２が

「２月１日」でした。

全問正解109通(応募総数111通)の中から、加藤久

美子さん(手形住吉町)、門屋博子さん(外旭川字三千

刈)、熊谷豊さん(楢山城南町)、佐藤兼三郎さん(外旭

川字家ノ前)、鈴木恭子さん(大町六丁目)、田口晋さ

ん(太平中関字寺中)、保坂美佳さん(仁井田本町二丁

目)、松村隆さん(千秋中島町)、松本セチさん(大住一

丁目)、柳田潤子さん(八橋大沼町)の10人のかたに図

書券をお送りします。

12月27日号の当選者

◆１月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

豊岩小学校で５年間プルタブ集め、車いすを贈呈

リサイクルと福祉に貢献で一石二鳥！

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

係から
ひとこと

東部公民館の
世代間交流会
で。こま回し、
エイッ！

平
成
十
六
年
は
「
秋
田
市
建
都
四
百
年
」。

私
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
原
形
が
で
き

て
か
ら
四
百
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク

と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
も
決
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
で
こ
れ
か
ら
目
に
す
る
機
会
も
多
く
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
目
に
す
る
機
会
が
多
く
な
る
も
う
一

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
合
併
」
で
す
。
今
ま
た

私
た
ち
自
身
が
、
将
来
あ
る
べ
き
秋
田
市
の
か

た
ち
を
真
剣
に
考
え
る
時
期
に
さ
し
か
か
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
期
に
広
報
を
作
る
こ
と
は
大

変
で
も
あ
り
、
ま
た
、
貴
重
な
経
験
で
も
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
建
都
四
百
年
」
も
「
合
併
」
も
主
役
は
み

な
さ
ん
で
す
。
今
年
一
年
と
も
に
考
え
、
よ
り

よ
い
も
の
が
で
き
る
よ
う
、
広
報
を
通
し
て
情

報
提
供
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
…(

石
塚)

●
元
旦
、
玄
関
で
「
ピ
ン
ポ
ン
！
」

と
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
家
内
が
出

る
と
な
ん
と
年
賀
状
配
達
の
学
生

の
バ
イ
ト
さ
ん
。「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
賀
状
で
す
」
と

手
渡
し
て
く
れ
た
と
の
こ
と
で
、

非
常
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
聞
い
て
バ
イ
ト
さ
ん
の
責
任

感
、
や
さ
し
さ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
職
員
の
か
た
の
ご
指
導
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
明
る

い
元
旦
で
し
た
。
バ
イ
ト
さ
ん
、

い
つ
も
や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
身
に

付
け
て
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た(

三
浦
忠
雄
・

74
歳
・
千
秋)

●
昨
年
、
例
年
よ
り
約
一
か
月
早

く
降
雪
が
あ
っ
て
驚
き
ま
し
た
。

今
年
元
旦
は
、
県
民
に
夢
と
希
望

を
抱
か
せ
る
よ
う
な
晴
れ
や
か
な

一
日
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
月
、

二
月
と
、
降
雪
も
寒
さ
も
き
び
し

い
季
節
を
過
ご
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
春
の
到
来
と
と
も
に
、
元

旦
の
よ
う
に
明
る
く
、
夢
が
少
し

で
も
先
に
見
え
る
よ
う
な
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す

(

山
崎
権
一
　
79
歳
・
東
通)

●
秋
田
市
民
市
場
が
新
し
く
な
っ

て
、
店
を
回
る
の
が
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
実
家
に
ハ
タ
ハ
タ
を
送

る
と
き
も
親
切
に
し
て
い
た
だ

き
、
ま
た
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

ず
っ
と
今
の
よ
う
な
明
る
い
市
場

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す(

金
澤
奈

穂
子
　
29
歳
・
八
橋)

●
昨
年
、
故
郷
秋
田
市
に
引
っ
越

し
て
き
て
、
秋
田
と
東
京
の
違
い

(

お
互
い
に
長
所
、
短
所
は
あ
り

ま
す
が)

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

秋
田
市
の
お
も
な
道
路
、
例
え
ば

中
央
通
り
、
南
通
り
を
走
る
自
動

車
の
数
は
相
当
な
も
の
で
す
。
時

間
帯
や
日
に
よ
っ
て
は
信
号
待
ち

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
反
し
、

立
派
な
歩
道
を
歩
く
人
の
数
の
極

端
な
少
な
さ
で
す
。
健
康
維
持
、

秋
田
市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に

も
、
も
っ
と
歩
い
た
ほ
う
が
よ
ろ

し
い
か
と
思
い
ま
す
が
…(

原
多

慶
男
　
67
歳
・
中
通)

●
秋
田
大
橋
の
渡
り
納
め
に
参
加

で
き
ず
、
残
念
で
し
た
。
初
め
て

秋
田
県
に
来
て
駅
に
降
り
て
、
タ

ク
シ
ー
に
乗
り
、
渡
っ
た
大
橋
で

し
た
。
四
十
年
前
の
こ
と
で
し
た

(

後
藤
康
子
　
62
歳
・
牛
島)

●
今
、
妊
娠
八
か
月
で
す
。
凍
っ

民謡での功績が認められ、薦田(こもた)賞と民謡栄誉
賞を受賞した日本民謡梅若流宗家・浅野梅若さんか
ら、「社会福祉事業に役立ててください」と、秋田市
ふれあい福祉基金へ50万円の寄付をいただきました。

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者のかたに
厳正に抽選してもらっています(広報課)

初めての司会に緊張…
司会役は、やっぱり緊張し

ました。ちょっとざわめいた
けれど、参加者のマナーも良
く、ほっとしています。今は
学生なので、夢に向かって勉
強を頑張ります。そして、社
会に出たら、よりよい未来を
つくります！

新成人のつどい
で、司会を務めた
大賀啓子さん(左)
と大友大樹さん

このコーナーでは、町内や地域のいろいろな話題
を紹介していきます。耳よりなニュースがありま
したら、広報課までお知らせください。

q(866)2034 ＦＡＸ(866)2287

１月15日、豊岩小学校の児童た
ちが、介護老人保健施設「ふれ愛の
里」に車いす１台を贈りました。
豊岩小学校のＪＲＣ委員会の児

童12人が先に立ってプルタブ（空
きかんのふた）を５年間収集。集
めたプルタブは約800kg！にもな
り、これが車いす１台分になりま
した。環境問題が騒がれるなか、
空きかんやプルタブを集めること
はリサイクルにもつながります。

「とても使いやすい車いすなの
で、たくさんの人に利用してほし
いです。みなさんが喜んでくれれ
ば、私たちも集めたかいがありま
す」と子どもたち。
「すばらしい車いすをいただき、
とても感謝しています。車いすは
お年寄りの骨折の予防にもなるん
ですよ」と進藤和夫施設長。
小さな積み重ねが、たくさんの

人の大きな喜びにかわりました。

ボランティア、楽しいな
図書館は普段利用している

けど、録音室や研修室、本の
倉庫などいろいろな部屋があ
ってビックリしました。絵本
の読み聞かせが終わって、み
んなが拍手してくれたとき
は、とてもうれしかったです。
来年もまた参加したいです。

１月９日、明徳館
の図書館ボランテ
ィア体験に参加し
た斉藤優衣さん(八
橋小・４年)

おじいちゃん、おばあちゃん、乗り心地は
どう？　ものすごくしっくりくるな

１月５日、出初式
を見に来た保坂茉
利奈さんと有里采
さん(飯島)

出初式は初めて見ました。
消防車や救急車もこんなに近
くで見るのは初めて。今日一
番のお目当ては、五色の放水。
赤や青の色がついた水が、白
い雪の上に広がってとてもき
れい！　風が強くて寒かった
けど、楽しかったです！

五色の放水きれい！

役に立った救命講習
救命講習会を４回受講(郡

司さん)したおかげで、心肺
蘇生法の手順はしっかり頭に
入っていました。二人で力を
合わせて、救急車が来るまで
の間必死で繰り返しました。
大切な人の命、助けることが
できてよかったです。

心肺停止の傷病者に
心肺蘇生を行い、人
命救助した郡司聡さ
ん(左)と鎌田淳さん

１月10日、オーパ
スちびっこ雪まつ
りに参加した石井
敦士さん(左)・智大
さん(牛島)

綱引きやクイズで盛り上が
りました。特に、スキーが楽
しかったです。愉快なコーチ
が、やさしく教えてくれたの
でとてもリラックスしてスキ
ーができました。おかげで、
転ばずに滑れたよ！　サンキ
ュー、コーチ！

冬のホットな思い出！



ヘルパーさんとの会話もとても楽しみです

週
１
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
源
で
す

●
訪
問
介
護
と
は
…
「
お
風
呂
、
ト
イ

レ
、
食
事
を
す
る
と
き
の
手
助
け
」
な

ど
の
身
体
介
護
や
「
食
事
づ
く
り
、
掃

除
、
洗
濯
」
な
ど
の
家
事
援
助
に
わ
け

ら
れ
、
あ
な
た
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
を

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
行
っ
て
く
れ
ま
す

●
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と
き
に
は
…
暮
ら

し
や
す
く
な
る
た
め
に
「
何
を
し
て

ほ
し
い
か
」「
何
曜
日
の
何
時
ご
ろ
に

来
て
ほ
し
い
か
」
な
ど
、
自
分
の
希

望
を
は
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う

●
説
明
書
を
読
み
な
が
ら
、
話
し
を
聞

き
ま
し
ょ
う
…
「
ど
ん
な
方
法
で
ど

の
よ
う
な
介
護
を
す
る
の
か
」「
い
く

ら
か
か
る
の
か
」
な
ど
が
書
か
れ
た

「
重
要
事
項
説
明
書
」
を
事
業
者
か
ら

も
ら
い
ま
し
ょ
う

三
浦
昭
夫
さ
ん
と
サ
ツ
さ
ん
は
、

ご
夫
婦
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
ま
す
。

昭
夫
さ
ん
は
平
成
三
年
に
脳
梗
塞

の
う
こ
う
そ
く

で
倒
れ
、
左
半
身
に
障
害(

身
体
障

害
者
手
帳
一
種
一
級
該
当)

が
残
り
、

訪
問
介
護
に
よ
る
自
宅
で
の
入
浴
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
要
介
護
４
に

認
定
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

サ
ツ
さ
ん
は
昨
年
、
要
支
援
の
認

定
を
受
け
、
訪
問
看
護
と
家
事
援
助

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
サ
ツ
さ
ん
は
昭
夫
さ
ん

の
身
の
回
り
の
世
話
で
手
い
っ
ぱ
い

な
の
で
、
自
分
自
身
も
家
事
援
助
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
介
護

の
負
担
を
軽
く
し
て
い
ま
す
。

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、
ど
ん

ど
ん
外
に
で
た
い
。
夏
場
の
散
歩

も
楽
し
み
」
と
リ
ハ
ビ
リ
に
対
す

る
意
欲
が
強
い
昭
夫
さ
ん
。
サ
ツ

さ
ん
も
「
夫
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

外
出
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
時
間

が
持
て
ま
す
。
外
出
の
介
助
も
容

易
で
な
い
年
齢
に
な
っ
た
の
で
、

夫
が
外
出
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
こ

れ
か
ら
も
上
手
に
利
用
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

自
宅
で
介
護
す
る
人
も
高
齢
に
な

っ
て
い
る
場
合
、
介
護
疲
れ
な
ど
に

よ
る
「
と
も
倒
れ
」
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
三
浦
さ
ん
の
よ
う
に
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
散
歩
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
介
護
す
る
人
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
つ
く
る

こ
と
も
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
上
手
な

利
用
法
の
一
つ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

お
互
い
に
自
分
の
時
間

を
持
つ
こ
と
が
大
切

サ
ツ

三
浦
昭
夫
さ
ん(

72
歳
・
要
介
護
４)

さ
ん(

73
歳
・
要
支
援)

(

金
足
黒
川
字
黒
川)

よ
り
よ
い

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に

よ
り
よ
い

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
が
必
要
な
か

た
の
心
身
や
、
そ
の
家
族
の
状
況
な
ど
で
、
利

用
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
安
心
で
い
き
い

き
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
自
分
に
と
っ
て

一
番
い
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
を
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。

い
き
い
き
ラ
イ
フ
の
す
す
め
！

術
①

利
用

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
q(

８
６
６)

２
０
６
９
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介
護
保
険
が
始
ま
っ
て
、
利
用

し
た
い
事
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
を
自

分
で
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
、
左
ペ
ー
ジ
の
㈰
〜
㈱
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
前
に

初
め
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
決
め
、

実
際
ど
の
事
業
者
が
い
い
か
一
緒
に

情
報
を
集
め
ま
し
ょ
う
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
い
る
居
宅
支
援
事
業
所
一

覧
は
介
護
保
険
課
に
あ
り
ま
す
。

昭
夫
さ
ん
の
場
合

・
自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
ら

な
い
よ
う
、
通
所
介
護(

デ
イ
サ
ー

ビ
ス)

な
ど
で
他
者
と
の
交
流
が
で

き
る
機
会
づ
く
り
を
す
る

・
リ
ハ
ビ
リ
に
対
す
る
強
い
意
欲
に

こ
た
え
、
要
介
護
度
が
進
ま
な
い

よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す
る

サ
ツ
さ
ん
の
場
合

・
夫
の
介
護
に
要
す
る
時
間
が
多
い

こ
と
か
ら
、
本
人
の
健
康
管
理
の

た
め
の
受
診
を
確
保
す
る

㈰
「
重
要
事
項
説
明
書
」
を
受
け
取
り

ま
し
た
か

㈪
日
曜
日
や
連
休
な
ど
、
あ
な
た
が
利

用
し
た
い
と
き
に
、
事
業
所
が
開
い

て
い
ま
す
か

㈫
あ
な
た
が
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
重
要

事
項
説
明
書
で
は
、
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
か

㈬
事
業
所
に
ど
ん
な
資
格
を
有
す
る
人

が
何
人
い
る
か
書
い
て
あ
り
ま
す
か

㈭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
日
な
ど
を

あ
な
た
の
希
望
に
そ
っ
て
変
え
ら
れ

る
対
応
が
で
き
ま
す
か

㈮
担
当
ヘ
ル
パ
ー
を
他
の
ヘ
ル
パ
ー
に

代
え
ら
れ
ま
す
か

㈯
急
な
場
合
に
相
談
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー

の
責
任
者
は
誰
か
、
そ
の
連
絡
方
法

を
確
認
し
ま
し
た
か

㉀
介
護
保
険
が
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
使

え
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
は
っ
き
り
わ
か

り
ま
す
か

㈷
利
用
料
と
支
払
い
方
法
は
、
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
か

㉂
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
い
ま
す
か

㉃
苦
情
や
相
談
な
ど
の
担
当
者
は
誰
か

確
認
し
ま
し
た
か

㈹
か
ら
だ
の
調
子
が
急
に
悪
く
な
っ
た

と
き
な
ど
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、

わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
か

㈺
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
な
ど
の
対
応
や

補
償
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
か

㈱
契
約
を
や
め
る
と
き
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
、
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い

ま
す
か

サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ッ
ク

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
介
護
さ
れ
る
人

だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
介
護
し
て
い

る
人
へ
の
支
援
も
考
え
て
つ
く
り
ま

す
。
三
浦
さ
ん
ご
夫
婦
の
場
合
も
、

三
人
で
相
談
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
つ
く
り
ま
し
た
。

●
総
合
的
な
援
助
の
方
針

昭
夫
さ
ん
の
場
合
…

・
一
人
で
入
浴
で
き
ず
、
家
族
も
病
弱

・
薬
の
管
理
と
服
薬
の
徹
底

・
移
動
の
援
助
が
必
要

・
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
困
難

サ
ツ
さ
ん
の
場
合
…

・
店
が
遠
い
の
で
、
買
い
物
に
行
け
な
い

・
夫
の
24
時
間
介
護
状
態
に
よ
り
、

常
に
介
護
疲
れ
が
見
ら
れ
る

●
解
決
す
べ
き
課
題(

ニ
ー
ズ)

三浦さんの
介護サービス一週間

水曜日金曜日
通所介護
(デイサービス)

看護師さんが来て、昭夫さんとサツ
さんの血圧や体温などの具合を診ま
す。週に一度、健康チェック！

「入浴が楽しみ」と昭夫さん。
入浴時間は約20分です

家事援助は、買い物と家の掃除 身体介護。冬は足浴
そくよく

、夏は
近所の散歩などをします

デイサービスは、午前９時45分～午後３時40分。
入浴、昼食、レクリエーションなどでゆっくり
します。この日はリハビリ体操のあと、書き初
めをしました

介護サービス自己負担額(２人分) 月約12，000円

車いすごと乗れる送迎バ
スで出発

月曜日

！

介
護
支
援
金
寿
園

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

山
崎
弘
子
さ
ん

・訪問介護…昭夫さん週２回、サツさん週１回
・訪問看護…昭夫さん、サツさんとも週１回
・通所介護…昭夫さんのみ週１回
＊介護サービス自己負担額は、保険で９割負担さ
れるため、１割負担となります
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訪問介護
(入浴)
訪問看護

訪問介護
(家事援助・身体介護)



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。問い合わせは保健所保
健予防課q(883)1172 (883)1174
■４・７・10か月児健康診査
４か月、７か月、10か月になっ
た日から１か月以内のお子さんを対
象に、母子健康手帳別冊に記載され
ている市内の委託医療機関(太田小
児科医院は除く)で行っています。
まだ母子健康手帳別冊をお持ち

でないかたは、市民課または土崎
支所、新屋支所へどうぞ。
■３歳児健康診査
平成11年８月生まれのお子さん

が対象です。直接会場へどうぞ。
都合が悪く、該当する会場で受診
できないかたはご連絡ください。
また、４歳未満のお子さんは受

診できますので、まだ受けていな
いかたはご連絡を。当日は、母子
健康手帳別冊にある３歳児健康診
査用アンケートと尿検査セット(尿
を容器に採って)を、母子健康手帳
とあわせてお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
中央地区＝２月14日(金)、市保

健センター　 南部・西部(茨
島・下浜・豊岩・浜田)地区＝２月
20日(木)、市保健センター　 東
部・西部(新屋・勝平)地区＝２月
21日(金)、市保健センター　 北部
地区＝２月27日(木)、土崎公民館

２歳になった日から、２歳２か
月になる前日までのお子さんを対
象に、市内の委託医療機関(JAビ
ル１階の小澤歯科医院を除く)で行
っています。個人通知はしません
ので、母子健康手帳別冊をよく読
んで受診してください。
●問い合わせ 保健所保健予防課

q(883)1172 q(883)1174

初期は生後４～５か月、中期は
生後６～７か月のお子さんのいる
かたが対象。月齢にあった離乳食
の進め方を具体的に指導します。
食品の調理法の講話、試食など。
受講無料。母子健康手帳、筆記用
具、おしぼりを持って、お子さん
と一緒に直接会場へどうぞ。
とき／初期は２月17日(月)、中期
は２月10日(月)、いずれも午前10
時～正午(９時50分まで会場にお
入りください)
ところ／市保健センター
●問い合わせ 保健所保健予防課

q(883)1175

生後６か月までの赤ちゃんのい
るお母さんや保護者が対象です。
子育てについて、小児科医の講話
と公開相談、参加者同士の情報交
換など。先着30人。受講無料。
とき／２月13日(木)午後１時20分
～３時　ところ／市保健センター
●申し込み １月28日(火)から保
健所保健予防課q(883)1174

妊婦さんや生後28日以内の赤ち
ゃんのいるご家庭に助産師がうか
がい、心配事や相談に応じます。
相談無料。お気軽にどうぞ。
●申し込み 妊婦さんは保健所保
健予防課q(883)1174へ。出産さ
れたかたは、母子健康手帳の中の
「出生連絡票」を郵送してくださ
い

就園前のお子さんが対象。開始
30分前から手作りおもちゃで遊べ
るよ。参加無料。直接会場へ。
パンダ広場
会場は茨島体育館です。

キラキラクラス(０～１歳)
２月20日(木)午前10時～11時

ピカピカクラス(２歳以上)
２月27日(木)午前10時～11時
移動パンダ広場
近くのかた、遊びに来てね。
とき／２月13日(木)午前10時～11
時　
ところ／御所野ふれあいセンター
●問い合わせ 子育て総合センタ
ーq(863)9555

保育所の子どもたちと一緒に遊
びませんか。
保育所開放 ０～５歳児が対象で
す。時間は午前９時45分～11時。
問い合わせは各保育所へ。
㈰港北・保戸野・手形第二＝２月
18日(火) ㈪川尻・川口・手形第
一・寺内＝２月25日(火)
こんにちは赤ちゃんルーム ０歳
児室で保育体験をします。将来の
お父さん・お母さん、おじいちゃ
ん・おばあちゃんが対象。小さい
お子さんのいるかたもどうぞ。
とき／２月13日(木)午前10時～11
時　ところ／港北保育所
●申し込み ２月３日(月)午前９時
から港北保育所q(845)7166

北部地区にお住まいの４歳まで
のお子さんが対象。みんなで仲良
く元気に遊びましょう。遊具など

●　　　　元気が大好き 育児コーナー

育 児
乳幼児健康診査

２歳児歯科健康診査

初期・中期離乳食教室

妊産婦・新生児訪問

お母さんの育児教室

北部地区サークル合同イベント

も用意しています。直接会場へ。
とき／１月30日(木)午前10時～正
午　ところ／セリオンプラザ　
材料費／100円
●問い合わせ ノースウィングの
澤木さんq090(7664)5120

幼児から小学校低学年までが対
象。ふうせんまつりにいらっしゃ
い！　おはなしや歌で遊びましょ
う。参加無料。直接会場へ。
とき／２月16日(日)午前11時～正
午　ところ／中央図書館明徳館
●問い合わせ 中央図書館明徳館

q(832)9220

４歳までの未就園児とその親が
対象です。お正月遊び(コマ、福笑
い、カルタなど)、お面作り、ミニ
劇場などでみんなと遊びましょ
う。参加無料。
とき／２月12日(水)午前９時30分
～10時40分　
ところ／外旭川幼稚園
●申し込み ２月７日(金)まで外旭
川幼稚園q(868)3400

お子さんとお母さんが対象。豊
かな心の育て方についてお話しし
ます。参加無料。直接会場へ。
とき／２月５日(水)午前10時～11時
30分　ところ／下新城地域センター
●問い合わせ 北部公民館

q(873)4839

マタニティー用品、子ども服、
おもちゃ、絵本などを出品します。
とき／１月28日(火)午前10時～午後
零時30分　ところ／セリオンプラザ
●問い合わせ ちびっこランドの
佐藤さんq090(5353)1069(午前10
時～午後３時)

保育所で遊びませんか

北
き

・ら・らキッズ

子ども用品のフリーマーケット

●子育て情報誌

冬場の遊び方や屋内の遊び場、妊婦さ
んの冬の過ごし方、冬のあったかおすす
めメニューなど、秋田の冬を十分に満喫
できる一冊です。どうぞご利用ください。
これを参考に、子どもと一緒にどんどん
お出かけして楽しみましょう。
「あきたでＯＳＡＮＰＯ2002・冬」は１冊200円で、アト

リオン６階プラツＬ、加賀谷書店、ブックシティピア、さと
う書房（広面）、陶彩サエラで発売中です。

〝あきたでＯＳＡＮＰＯ2002・冬〟

明徳館の子ども広場

あそびのひろばへおいで

対象：妊娠５～９か月の妊婦さんとご主人

先輩パパの育児体験談、助産師のお話、保健
福祉サービスの紹介、お風呂の入れ方などの体
験学習があります。定員30組(多数の場合抽選)。
参加無料。

と　き／２月22日(土)午後１時～４時
ところ／市保健センター(八橋南一丁目)

往復はがきで、２月４日(火)(必着)まで、〒010-0976秋田
市八橋南一丁目８ー３　秋田市保健所保健予防課母子保
健担当へ。往信用にはご夫婦それぞれの氏名(ふりがな)、
年齢、住所、電話番号、現在の妊娠週数と出産予定日を、
返信用には住所、氏名を書いてください。

申
し
込
み

問い合わせ 保健所保健予防課q(883)1174

問い合わせ 「あきたでOSANPO」の松村さんq(831)8192

申し込み 秋田市ファミリー・サポート・センターq(866)2086
子育て総合センターq(863)9555

１月30日(木)午後２時～４時
市文化会館

利用会員の
研修会

利用会員を募集しています
秋田市ファミリー・サポート・センターは、緊急な仕事や

用事の時などに、保護者に代わってお子さんのお世話をする
「新しい形の子育て支援」です。
当センターで新しく利用会員を募集しています。会員にな

るためには研修が必要です。受講・登録は無料。研修を受け
るかた、託児が必要なかたは事前にお申し込みください。

これで秋田の冬を楽しもう！

▲

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲
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２歳後半以上で就園前の親子が対象
です。みんなで楽しく動いてみよう。
さあ、リズムにのってワンツーワンツ
ー！　親子先着50組。参加無料。
とき／２月７日(金)午前10時～11時
ところ／セリオンプラザ
●申し込み １月29日(水)から子育て
総合センターq(863)9555

親子で楽しむエアロビクス

パンダ広場で遊ぼう



２月８日(土)・９日(日)
会場：太平山スキー場オーパス

太平山観光開発「リゾート公園冬まつり」事務局
q(827)2306 URLhttp://www.theboon.net/

★スノーボードエアースタイルコンテスト 9：30～
参加料１人3,000円(事前に申し込み)

●スノーフラッグ大会 11：00～　景品あり

●雪像コンテスト表彰式 13：00～

★雪上仮装大会 14：00～16：00
参加料１人500円

●屋台＆かまくら ９日も

★市民スポーツ祭・スキー＆スノーボード大会
参加料大人1,500円、小・中学生1,000円(事前に申し込み)

●スノーフラッグ大会 11：00～ 景品あり

●もちつき大会 12：00～、14：00～

●ペア対抗！パン食い＆みかん拾いソリレース
13：00～ 景品あり

●雪玉ダーツ大会 15：00～
定員50人。景品あり

８日(土)

９日(日)

問い合わせ

●は参加無料。どなたでも自由に参加できます。
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午後１時30分～２時15分

■他の予防接種との間隔
前に三種混合・二種混合・Ｂ型肝炎・日本脳炎・

インフルエンザの予防接種を受けたお子さんは、１
週間以上あけてください　　前にＢＣＧ・麻しん・
風しん・水痘・おたふくかぜの予防接種を受けたお
子さんは４週間以上あけてください ポリオワクチ
ンの投与後４週間は他の予防接種は受けられません

受付時間

用意する物

問い合わせ

・母子健康手帳
・ポリオ予診票（母子健康手帳別冊に折り込み）。予
診票は当日記入し、別冊から切り離してお持ちく
ださい。予診票をお持ちでないかたには、当日会
場でさしあげます。

保健所健康管理課q(883)1179

■接種の際に医師と相談が必要なお子さん
次のいずれかに該当するかたは、予診する医師の参考

として診断書が必要な場合もありますので、あらかじめ
主治医とご相談ください。
心臓疾患・腎臓疾患・肝臓疾患・発育障害などで治療

や指導を受けている　　以前に何らかの予防接種で２日
以内に発熱・発疹・じんま疹などアレルギ－を思わす異
常があった　　予防接種接種液の成分(抗生物質、安定剤
に使うゼラチン)に対してアレルギ－があるといわれたこ
とがある　　けいれんを起こしたことがある　　免疫状
態を検査して異常を指摘されたことがある

▲　　

昭和50～52年生まれのかたは、乳幼児の時にポ
リオワクチンの予防接種を受けていたにもかかわ
らず、ポリオの免疫を持っている割合が、他の年
齢層に比べて低いことが判明しています。

昭和50～52年生まれのかたへ

この予防接種は、任意の予防接種(有料)となります。接種を希望する場合は、秋田組合総合病院q(880)3000(毎月第３金曜日
に内科外来で実施)か、市立秋田総合病院q(823)4171(毎月第３火曜日に小児科外来で実施)へ直接お申し込みください。

㈰家庭内のお子さんがポリオ予防接種を受けるとき
きわめてまれですが、ポリオの予防接種を受けたお
子さんから家庭内感染する可能性があります。お子
さんと同時期に接種することをおすすめします

㈪ポリオウィルス常在国に渡航するとき
インド、バングラデシュ、アフリカ諸国など

申し込み

ポリオワクチンの追加接種を
おすすめします

問い合わせ 保健所健康管理課q(883)1179

■受けられないお子さん
熱がある　　下痢をしている　　重い急性疾患にか
かっている　　予防接種でアナフィラキシ－を起こし
たことがある　　その他医師が不適当と判断した場合
※「アナフィラキシ－」とは、通常接種後30分以内に
起こるひどいアレルギ－反応のことで、発汗、顔が
急に腫れる、全身にひどいじんま疹が出るほか、吐き
気、声が出にくい、息が苦しいなどの症状に続き、シ
ョック状態になるような激しい全身反応が起こること

ポリオワクチンは、急性灰白髄炎（小児マヒ）を

予防するワクチンです。生後３か月から７歳６か

月までの間に、６週間以上の間隔をおいて２回飲

むと完了します。今回が初めてのお子さんは今年

９月にもう１回飲むことになります。できるだけ

１歳６か月までに済ませましょう。

ワクチン投与の前に医師の診察がありますので、

お子さんは必ず保護者かお子さんの健康状態を知

っているかたがお連れください。

また、投与を受ける場合は保護者のサインが必要

です。市から配られた「予防接種と子どもの健康」を

お持ちのかたは、それを読んでからおいでください。

ポリオ予防の

ワクチンを受けましょう！

下記の場合には、再度、ポリオワクチンの予防接種
を受けることをおすすめします。

市保健
センター

新屋支所

土崎支所

御野場
地域センター

南部公民館

東部公民館

新屋南部(日新小学区)、茨島

泉、旭川
山王、南通、中通、旭南、旭北

東通、高陽、川尻

仁井田、御所野

浜田、下浜、豊岩

将軍野、港北、外旭川、金足
飯島、下新城、上新城

楢山、横森

下北手、桜、桜ガ丘、桜台、蛇野
大平台、山手台、太平、山内、仁別

２月28日(金)

２月26日(水)
３月13日(木)

２月27日(木)

３月４日(火)
３月７日(金)

月 日　　　　　対　象　地　区 会　場

千秋、手形、手形山、新藤田
濁川、添川

３月４日(火)
３月13日(木) 土崎港

３月５日(水)

３月６日(木)

広面、柳田

牛島

御野場、大住、四ツ小屋

３月11日(火)

３月６日(木)

八橋、川元

２月28日(金)
２月27日(木)
２月26日(水)

３月７日(金)
３月11日(火)

新屋北部(勝平小学区)、大町

３月12日(水)
保戸野、寺内

３月12日(水)

３月５日(水) 卸町、上北手、大住、仁井田

広面、柳田、外旭川

問い合わせ 童っ子の雪まつり実行委員会
q(866)2245(生涯学習室内)

●馬そりの実演　●スノーモービル
●熱気球　●ネイチャーゲーム
●凧あげ　●氷の彫刻
●しし舞・餅つきの実演
●ぼんでんの実演　

楽しいぞ、おいしいぞ、みんな集まれ！　

八橋運動公園
２月２日(日)午前10時～午後３時30分　

童童っっ子の子の雪雪ままつつりり

オーパス開業10周年記念

見なおそう雪国の遊びを♪
親しもう雪の遊びに♪

毎年、童っ子の雪まつりと一緒に行って
いた「美の国秋田冬まつり」は今年は開
催しません。ご了承ください。

往復はがきに、参加人数、代
表者１人の名前・年齢・住所・電話番号を
書いて、１月31日(金)必着で申し込みを。
〒010-1654 秋田市浜田字潟端154 

大森山動物園q(828)5508

大森山動物園

２月９日(日)
午前11時～午後２時
閉園中の冬の動物園をのぞいてみよう。

サル山へのえさやり体験、食事の観察、飼
育係のワンポイントガイドなどイベントが
盛りだくさん。定員300組。参加無料。

申し込み

▼

▼

▼
▼ ▼

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼

▼
▼

※混雑をさけるため各地区の指定日に受けるようご協力ください
※指定日に３か月に達していないお子さんは、３か月になった日以
降の会場においでください



21 広報あきた　１月24日号 20

１/24(金) １/28(火)

●子どもたちに夢を！
ボランティア「子どもの木」

●水道の凍結にご注意を！

●千秋美術館常設展
「新春館蔵品展」

１/29(水) ２/４(火)
ABS 秋田市だより

月～金
土
午前10時25分～
午後 ３時55分～　

AKT 花時計からのたより
月～金
日
午前11時25分～
午前 ８時55分～　

AAB ハローナウあきた
月～金　午前10時55分～　　

５
分
間
番
組

テレビ
ガイド

●冬のあきた満喫！
スノードリーム号 ほか

●除排雪にご協力を

●佐竹史料館企画展
「秋田藩文人資料展」

放送番組の詳しい日程は
広報課へどうぞq(866)2034

●１/26(日) 7：30～ ＡＢＳ　けやきの街から「美術工芸短大の学生募集」15
分
間 ●２/ ２(日) 7：15～ ＡＫＴ　秋田市ほっと情報「生涯学習～子どもたちのために」

対象は小学生。雪合戦の道具、ヘル
メットは準備します。先着30組(１チー
ム９人)。参加無料。
とき／２月16日(日)午前９時～午後１時
ところ／市民広場
●申し込み　２月４日(火)まで各公民館に
ある参加申込書でお申し込みください
中央公民館q(824)5377
土崎公民館q(846)1133
東部公民館q(834)2206
西部公民館q(828)4217
南部公民館q(832)2457
北部公民館q(873)4839

秋田市にお住まいのかたが対象。
とき／２月７日(金)午前６時に飯島のＯ
ki・Ｄoki前出発～アッスルスキー場(旧田
沢湖高原) 定員／先着40人　
参加料／1,700円(リフト代別)
●申し込み １月28日(火)午前８時30分
から北部公民館q(873)4839

パネルディスカッションやスライドに
よる講演など。無料。直接会場へ。
とき／１月25日(土)午後２時～４時30分
ところ／イヤタカ(中通六丁目1-13)
●問い合わせ 秋田アルチンくらぶ事
務局の鎌田勇雄さんq(833)2436

寝たきりや痴呆のかたなどを現在家
庭で介護しているかたが対象。介護上
の悩みなどを話し合う場です。無料。
とき／１月29日(水)午後１時30分～３時
ところ／市保健センター
●問い合わせ 在宅介護者の集い代表
の廣田伴三郎さんq(863)0935

在宅介
ざ い た く か い

護
ご

者
し ゃ

の集
つ ど

い

BBookook
図書館の読書案内
中央図書館明徳館q(832)9220
土 崎 図 書 館q(845)0572
新 屋 図 書 館q(828)4215
※市立図書館の蔵書が、インターネ
ットで検索・予約できます。新着
図書の一覧もあります。貸出希望
図書館の指定も可。検索・予約は
無料。お気軽にご利用ください。
http://www.city.akita.akita.jp/

「数」の日本史

伊達宗行/著　日本経済新聞社
ひとつ、ふたつ、…とおあまりひとつ。
この数え方を古代数詞といいます。古代
日本では１から10まで数えれば十分事足
りました。それ以上は余り物、ですから
11は「＋あまり－」といったそうです

オーケストラがやって来た

山本直純／著　実業之日本社

堅苦しく思われがちなクラシック音楽
も、直純さんの手に掛かればポップスよ
り身近なものになるから不思議です。名調
子の文章にいざなわれ、いざ音楽の森へ！

「やまとゆきはら～白瀬南極探検隊～」

関屋敏隆/作　福音館書店
明治43年、南極探検隊を乗せ東京を出

港した開南丸。隊長の白瀬矗を始め、南
極に挑んだ総勢27人の隊員たちの、苦難
に満ちた旅路を描いたノンフィクション
絵本

われわれは数とどう付き合ってきたか

平成15年度学生募集

一般入学者選抜試験(前期・後期)
秋田公立美術工芸短期大学

●募集人数(一般入試)
工 芸 美 術 学 科 前期24人　後期６人
産業デザイン学科　前期36人　後期９人 募集要項をさしあげています。詳しくはお問い合わせください。

前期　１月31日(金)～２月10日(月)
後期　２月28日(金)～３月10日(月)

●試 験 日
前期　２月20日(木)・21日(金)
後期　３月14日(金)

問い合わせ

●出願資格
高校を卒業したかた、および今年３月に卒業見込
みのかた
通常の課程による12年の学校教育を修了したか
た、および今年３月に修了見込みのかた
高校卒業者と同等以上の学力があると認められるかた　　

●試験科目
前期 学科試験　国語㈵・㈼(古文・漢文を除く)、

数学㈵、英語㈵・㈼から２科目選択
実技試験 静物デッサン、色彩表現

後期 学科試験　国語㈵・㈼(古文・漢文を除く)
実技試験　静物デッサン

●出願期間

苗木をあっせんします
秋田市民憲章推進協議会では、

生け垣や庭園用の約120種類の苗
木をあっせんします。希望される
かたは、右記の施設にある申込書
に記入し、苗木の代金を添えてお
申し込みください。苗木の引き渡
しは、申込書を提出した場所で４
月10日(木)と11日(金)の午前９時～
午後４時に行います。

問い合わせ

各公民館、各地域センター
２月12日(水)・13日(木)・14日(金)
午前９時～午後４時

コミュニティセンター(旭川、楢山、東、
勝平、泉、茨島、明徳、大住の８地区)
２月12日(水)・13日(木)
午前９時～午後４時

児童館
(川尻、保戸野、旭北、仁井田の４地区)
２月12日(水)・13日(木)
午前９時～正午

市民憲章推進協議会q(866)2253

申し込みの場所と日時

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、年齢、電話番
号、今年度受講済みの施設・コース名を書いて、２月１日(土)(当日
消印有効)まで、受講希望施設あてにお申し込みください。将軍８
(将軍野高齢者学習センター)をご希望のかたは、土崎公民館へお申
し込みください。定員各10人。応募者多数の場合は抽選(新規受講
者を優先)となります

女性＝女性学習センターq(832)2191
中公＝中央公民館q(824)5377
土公＝土崎公民館q(846)1133
西公＝西部公民館q(828)4217
東公＝東部公民館q(834)2206
南公＝南部公民館q(832)2457
北公＝北部公民館q(873)4839
明徳＝中央図書館明徳館q(832)9220
新図＝新屋図書館q(828)4215

無料ＩＴ講習へどうぞ

〒010-0022楢山南中町1-9
〒010-0974八橋運動公園1-2
〒011-0945土崎港西四丁目2-10
〒010-1631新屋元町15-14
〒010-0041広面字釣瓶町13-3
〒010-0062牛島東六丁目4-5
〒010-0146下新城中野字前谷地263
〒010-0875千秋明徳町４-４
〒010-1632新屋大川町12-26

赤字のコース パソコン初心者が対象　
黒字のコース　文字入力・マウス操作のできるかたが対象
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２月 ４日(火)・12日(水)
２月20日(木)・28日(金)

市では、限りある地球の資源を大切にするため、空きかん、空きび
ん、ペットボトル、ガス・スプレーかんなどの分別収集を行いリサイ
クルに努めています。資源化物がどのようにリサイクルされるか、ま
た、正しい資源化物の出し方などを勉強してみませんか。

ボトルクラフト体験

ケナフで紙すき体験

限りある資源を大切に、
そして、豊かな自然環境を次代に残したい

申し込み リサイクルプラザq(829)1188
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２月１日(土)から14日(金)まで
・バレンタインメッセージカードコーナーを設置！
２月12日(水)・13日(木)・14日(金)の３日間
・カップルの展望料金が半額！　
・スカイラウンジ新航路をご利用のお客様へチョコレ
ートをプレゼント！

問い合わせ ポート秋田q(857)3381

セリオンのバレンタインサービス企画

各日午前９時30分～正午

秋田市リサイクルプラザ
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問い合わせ クアドームザ・ブーンq(827)2301

ザ・ブーンにある申込用紙に必要事項を書いて、受講料を添えてフ
ロントにお申し込みください。なお、入館料が別途500円かかります。

１日コース (その日開かれているすべてのクラスを受講可) 1,050円　　　
フリーコース(２，３月のどのクラスを何回受講しても可) 7,350円

受講生募集中！！

受
講
料

●アクアビクス●水中歩行教室●ストレッチ●水泳●エアロビク

ボトルクラフト体験
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秋田公立美術工芸短期大学q(888)8100



活動について学びます。参加無料。
とき・ところ／２月12日(水)午後１
時30分～明徳館、21日(金)午前10時
～県社会福祉会館、３月５日(水)午
前10時～文化会館
●申し込み ２月５日(水)まで生涯
学習室q(866)2245

無理なく楽しみながら体力作りを
します。定員10人。参加料2,900円。
とき／２月５日(水)から３月５日(水)
までの毎週水曜日に５回、午前10時
～正午　ところ／秋田テルサ　
●申し込み １月28日(火)から秋田
テルサq(826)1800

身体に負担をかけずに筋力強化。
とき／１月29日(水)午前９時45分～
午後零時15分(秋田駅東口からバス
で送迎) ところ／ザ・ブーン　
定員／先着20人　受講料／2,600円
●申し込み １月27日(月)までクア
ドームザ・ブーンq(827)2301

講師は、アキタパークホテル料理
長。午前10時～午後２時、東部公民
館で。各先着20人。材料費1,500円。
申し込みは１月27日(月)午前８時30
分から東部公民館q(834)2206
中国料理＝２月12日(水)。菅原廣

志料理長　 西洋料理＝２月19日
(水)。藤村武太郎料理長　 日本料
理＝２月26日(水)。遠間文典料理長

会場は秋田テルサ。時間はいずれ
も午前10時～午後零時30分。受講料
1,700円。各先着24人。申し込みは、
１月28日(火)午前10時から秋田テル
サq(826)1800
ほかほか！手作り肉まん＆カレーま
ん ２月８日(土) シェフが作る！本
格チャーハン＆シュウマイ ２月12
日(水) ハワイ料理で寒さ忘れるひと

ときを！ ２月14日(金) 海の幸！か
きを使って和・洋・中 ２月21日(金)
華やかに！ひなまつり ２月26日(水)
巻き寿司教室 ２月28日(金)

乙種第４類と丙種の危険物取扱者
試験準備講習です。いずれも午前９
時から文化会館で行います。
乙種第４類 平日コース＝２月26日
(水)と27日(木) 土日コース＝３月
22日(土)と23日(日)。４月19日(土)と
20日(日) 丙種 ３月９日(日)
●申し込み ２月12日(水)から25日
(火)まで(財)県危険物安全協会連合会
q(836)3236

60歳以上のかたを対象に歴史や文
化、健康などを学びます。
とき／毎月第１・第３火曜日の午後１
時30分～３時 ところ／中央公民館
年会費／3,000円(入会金1,000円)
●申し込み はがきに郵便番号、住
所、氏名(フリガナ)、生年月日、性
別、電話番号を書いて、２月10日
(月)まで、〒010-0974 秋田市八橋
運動公園1-2 中央公民館内「秋田
おもと高齢者大学係」へ。問い合わ
せは加藤さんq(864)8127

県育英会が運営する学生寮の一次
募集。大学・短大・専修学校に合格
し、４月から１年生に入学するかた
が対象。入寮の面接は２月14日(金)
にみずほ苑で。定員は10人程度。
男子・東京寮＝世田谷区北沢一丁目
41-22。月額35,000円　
女子・ビューリー千秋寮＝川崎市中原
区宮内四丁目31-5。月額44,000円
●申し込み ２月５日(水)まで県育
英会q(860)3552

雄物川河川敷のゴルフ場・秋田リ
バーサイドグリーンでレストランを
営業する飲食業者を募集します。
●申し込み ２月７日(金)まで(財)市
緑地管理公社q(829)0221

心の健康について面接相談を行っ
ています。相談無料。事前に予約を。
とき／２月６日(木)・20日(木)・３月６
日(木)・13日(木)の４回、午後１時30
分～４時　ところ／市保健所
●申し込み 保健所健康管理課

q(883)1180

働くかたがたの健康相談に医師が
無料で応じます。
夜間・休日健康相談 毎週水・日曜日、
午後７時～９時。q(0120)672306 健
康相談 毎月第２・第４木曜日、午
後１時～３時、八橋の市医師会館で
面接相談　　個別訪問相談 直接事
業所を訪問し、相談に応じます
●問い合わせ 秋田市地域産業保健
センターq(0120)672306

法律、相続などの相談に、阿部譲
二弁護士が応じます。先着６人。
とき／２月17日(月)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み １月29日(水)午前９時
から市社協ふれあい相談センター

q(863)6006

赤れんが郷土館は、次回企画展準
備のため１月27日(月)から31日(金)ま
で休館します。次回企画展は、２月
１日(日)から美術短大附属高等学院
の「明日のクリエーターたち」です。
常設展もどうぞご観覧ください。
●問い合わせ 赤れんが郷土館

q(864)6851

市の無形文化財のオエダラ箕を作
る技術で、イタヤ細工の一輪挿し作
り。先着30人。材料費500円。せん定
ばさみ、千枚通しをご準備ください。
とき／２月18日(火)、午前10時～午
後３時　ところ／東部公民館　
●申し込み １月27日(月)から東部
公民館q(834)2206

陶器にシール絵やおし花を転写し
て、オリジナルの絵皿や飾り額を作
ります。いずれも午前10時～正午、
東部公民館で。先着20人。材料費
2,000円。１コースだけの参加も可。
㈰イニシャル入り飾り額＝２月６日
(木)と②桜の花絵皿＝２月19日(水)
●申し込み １月27日(月)午前８時
30分から東部公民館q(834)2206

55歳以上の初心者が対象です。
会場はいずれも南部公民館。各先着
15人。テキスト代2,500円。申し込
みは１月28日(火)午前８時30分から
南部公民館q(832)2457
大人のためのピアノ教室＝２月６日
(木)から３月28日(金)までに10回、午
後６時30分～８時　大人のための
音楽入門講座＝グループで歌った
り、キーボードを使った演奏など。
２月６日(木)から３月28日(金)まで10
回、午後６時30分～８時

20歳以上のかたが対象。ひなま
つりにあわせて、オリジナルのタペ
ストリーを作りませんか。
とき／２月７日(金)午前10時～午後
零時30分　ところ／サンライフ秋田
定員／先着20人　受講料／3,500円

●申し込み １月28日(火)午前10時
からサンライフ秋田q(863)1391

申し込みは、１月28日(火)午前９時
から女性学習センターq(832)2191
銀粘土で作るアクセサリー講習

銀の入った粘土でオリジナルのペン
ダントやリングを作ります。２月
13日(木)午後１時30分～３時30分。
定員20人。受講料2,000円
救命講習 中学生以上を対象とし

た心肺蘇生法などの講習会です。２
月15日(土)午前９時30分～午後零時
30分。先着20人。受講無料
親子パン作り講習 小学生以上と

その親が対象。三色パンとミニピザ
作り。２月22日(土)午前10時～午後
１時。先着12組。受講料１組1,800
円　 パン作り講習 ドックパンと
パインロール作り。２月27日(木)午
前10時～午後１時。先着20組。受
講料1,000円

ＨＴＭＬについて知識・経験があ
り、２日間受講できるかたが対象。
とき／２月22日(土)と３月１日(土)の
２回、午後１時30分～３時　とこ
ろ／アトリエももさだ　定員／先着
12人　テキスト代／2,000円程度
●申し込み １月27日(月)午後１時
から美術工芸短大q(888)8100

先着７人。受講料200円。
とき／２月１日(土)・８日(土)・15日
(土)の３回、午後１時～４時　
ところ／アトリエももさだ
●申し込み １月27日(月)午後１時
から美術工芸短大q(888)8100

「ロボット～身近になったロボッ
ト技術」がテーマ。定員50人。無料。
とき／２月22日(土)、３月１日(土)・
８日(土)の３回、午前10時30分～正

午　ところ／中央図書館明徳館
●申し込み １月28日(火)午前８時
30分から明徳館q(832)9220

日本の伝統的な和綴じで、オリジ
ナルの本を作ります。各回先着24人。
とき／２月５日(水)と13日(木)の２
回、午後１時～４時　ところ／赤れ
んが郷土館　材料費／500円
●申し込み １月29日(水)午前９時
から赤れんが郷土館q(864)6851

18歳以上の女性で全日程受講で
きるかたが対象。定員15人。
とき／１月31日(金)から３月７日(金)
までの毎週金曜日に６回、午後１時
30分～３時30分　ところ／赤れん
が郷土館　受講料／200円
●申し込み １月28日(火)午前９時
から赤れんが郷土館q(864)6851

赤れんが郷土館、千秋美術館、佐
竹史料館、平野美術館をまわり、各
館で講師の話を聞き、内容を学びま
す。定員20人。参加料1,000円。
とき／２月６日(木)午前９時30分～
午後４時　ところ／土崎公民館ほか
●申し込み １月31日(金)まで土崎
公民館q(846)1133

外国出身で日本語を母国語としな
いかたが対象。日常生活に必要な会
話や基本的な読み書きを３つのレベ
ルに分けて指導します。
とき／毎週木曜日の午後６時30分
～８時　ところ／県生涯学習センタ
ー分館「ジョイナス」 受講料／１
か月1,000円(教材費は別)
●申し込み 代表の佐々木順子さん

q(832)7072・ファクス(832)7086

まちづくりや今後のボランティア
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相談場所は市役所１階の市民相談
室。法律相談は土崎支所でも。法律
相談の電話予約は１月28日(火)午前８
時30分から、各会場で受け付けます
(先着８人)。その他の相談は当日受
け付けし、順番は抽選で決めます。
●問い合わせ

市民相談室q(866)2039
土 崎支所q(845)2261

●交通事故
●法　律(市民相談室)

(土 崎 支所)
●登　記
●人権・困りごと
●各種年金・社会保険など
●遺　言
●税　務

２月５日(水)・19日(水)、３月５日(水)午前９時～午後３時
２月６日(木)・20日(木)、３月６日(木)午前９時～正午
２月13日(木)午前９時～正午
２月12日(水)午後２時～４時
２月13日(木)・27日(木)午後１時～４時
２月14日(金)午後１時～４時
２月18日(火)午前９時～正午
２月18日(火)午後１時～４時

案内
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広報クイズ●広報クイズは、毎月第
４金曜日号に掲載してい
ます。気ままなひとこと
をそえて、どしどしご応
募ください。

●12月のクイズの当選者は
13面に掲載しています。

竪穴住居１軒が完成した御所野にある国指定
史跡「地蔵田遺跡」。愛称は「○○っこ村」。

「日本にあきた La Akita」。平成16年は秋田市
建都何百年？

はがきに答えと住所、氏名
(ふりがな）、年齢、電話番
号を書いて、２月14日
(金)(必着)まで、〒010－
8560秋田市役所広報課へ。

q(866)2034

１

２
応募方法

※答えは１月６日、24日号の｢広報あきた｣の記事中に！

126

世代間交流会 オーパスちびっこ雪まつり

おめでとう！新成人

●｢広報あきた｣は100％再生紙を使用しています。
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